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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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柴 野  竜 二
大久保  俊佑
柴 野  利 成
行 田  雅 春

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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長 尾  良 文
上 田  正 幸
道 庭  純 樹
神田  光太郎

　平安時代、毎夜丑の刻（午前二時）になると京都三条ヶ森の空に黒雲が立ち昇り、この世のものとは思えない動物が怪異なる声
で鳴くのでした。時を同じくして帝の堀河天皇は、原因不明の魔物に取り付かれたように毎夜うめき悩まされていました。
　宮中に仕える女官・楓姫は、帝をお慰めしようと料理の名人・猪乃早太に極上のご馳走を作り、もてなすよう準備にかかりました
が、突然現れた化生によって食い荒らされてしまいました。
　いよいよ荒れ狂う化生退治の詔（みことのり※）を受けた弓の名人・源頼政は東三条ヶ森へ急ぎます。正体を現した化生は頭が
猿、身は狸、手足は虎、尾は蛇なる容姿の怪物「鵺（ぬえ）」を退治する物語です。
（※）詔=天皇の命令、またその命令を直接に伝える文書のこと

第二幕『頼政』（よりまさ）
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仲哀 天 皇
高 麻 呂

道 庭  晃
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塵 倫
小 鬼
小 鬼

行 田  雅 春
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田 中  直 也
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上 田  正 幸
徳 物  一 則
道 庭  純 樹
古太刀 秋貴子

　人皇第14代仲哀（ちゅうあい）天皇の御代、異国より日本征伐を企てて数万の軍勢が攻めてきました。
　その中に塵倫という身に翼があり、黒雲に乗って虚空を自由に飛び回る神通自在の大将軍がおり、国々村里を荒らし、多くの人
民を滅ぼしていました。しかし、我が国にはこの大悪鬼にかなう者がいませんでした。
　そこで仲哀天皇自ら不思議な霊力のある十善万乗（じゅうぜんばんじょう）の神変不測の弓矢を持って、神通力を持ち戦術にも
長けた鬼を退治されたという物語です。

第一幕『塵倫』（じんりん）

梶矢神楽団プロフィール ～安芸高田市高宮町～
　当神楽団は安芸高田市高宮町川根にあり、大元神楽の流れを汲んでいます。神社の古文書には江戸時代中期、現在の島
根県邑智郡邑南町の羽須美村阿須那の斉藤宮司と上田の三上宮司より神職神楽を伝授されたと記されています。
　以来、戦時中も中断することなく、古典演目を伝承していることが認められ、昭和29年に広島県無形民俗文化財の指定を
受けました。（指定演目「鍾馗」）
　現在、新しい演目が人気を集めておりますが、団員一丸となって古典演目の伝承に精進してまいります。

かじやかぐらだん


